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冬休みが終わり、子どもたちの元気な声が教室に戻って来ました。冬休みには家族の団らんな

ど貴重な時間を過ごすことができたと思います。寒い日が続いておりますが、早寝早起きを心が

け、規則正しく健康な生活を送れるようご家庭でもお声かけをよろしくお願いいたします。 

３学期は短い期間ではありますが、学習・生活の両面において、２年生としてのまとめをしっ

かりと行っていきたいと思います。今年もご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジャンプ！ 
 

 

国語：ねこのこ/おとのはなびら 
はんたいことば 
かたかなで書くことば 
ことばを楽しもう 
ロボット 
ようすをあらわすことば 
競書会 

算数：1000より大きい数をしらべよう 
   長い長さをはかってあらわそう 
特活：インフルエンザの予防 
 

生活：あそんでためしてくふうして 
音楽：ようすをおもいうかべよう 
   日本のうたでつながろう 
図工：パタパタストロー 
体育：体つくり運動・跳の運動遊び 
   キックベース 
道徳：規則の尊重 
   節度・節制 
   親切・思いやり 

あけましておめでとうございます 

☆川口市国語チャレンジについて 

１ 実施期間：1月下旬（予定）     
２ 実施時間：３０分 
３ 実施方法：ペーパーテスト       
４ 出題範囲：１・２学期の国語の学習内容 
            ①漢字（カタカナ・ローマ字）の読み書き 

②語句（熟語・ことわざ・故事成語・四字熟語・文法など） 
③文章（短文の並び替え・要約・言い換えなど） 
 

☆図工「ともだちハウス」について 
２月に図工「ともだちハウス」（P50,51）を学習します。ご家庭にある空き箱、ペットボトルキャップ、おり紙、

毛糸など身の回りにある材料をご用意ください。また、セロハンテープ、カラーテープ、両面テープ、ボンドなど
接着できるものをご用意ください。担任から連絡があるまではご自宅で保管してください。 
 
☆生活科の学習について 
 「広がれわたし」では、「自分の成長に関心をもつこと、成長を支えてくれた人々に感謝の気持ちをもつこと、自
分の良さに気づきこれからの自分について具体的な思いや願いをもてるようにすること」をねらいとして活動しま
す。内容としては、２年生までの成長のアルバムを作る予定です。写真を貼って作成したいと思いますので、ご協
力よろしくお願いいたします。０～１歳で2枚、２～３歳で１枚、４～６歳で1枚、小学１年生で１枚の写真を使
います。アルバムに貼っても問題ないものを持たせてください。写真がない場合は、絵を描いて完成させたいと思
います。また、児童に対して成長を喜ぶ内容の手紙を書いて頂きたいと思います。後日封筒と便箋を、児童を通し
てお渡しさせていただきます。ご協力よろしくお願いします。ご心配な点がありましたら、担任までご連絡くださ
い。 
また、２学期の学習を生かして、「あそんで、ためして、くふうして」では、１年生を招待して、おもちゃを紹介

する学習をします。引き続き、材料のご協力をお願いいたします。 
 
☆３学期の生活について 
今一度、以下の点にご協力をよろしくお願いいたします。 

①学校内での生活 
（１）健康面から、肌着の上に一枚多く着る・上着を着る・タイツを履くなど教室内で暖かく過ごすことができる

服装をお願いいたします。 
（２）衛生面から、ハンカチ、ティッシュを確実に用意して、持参してください。 
（３）欠席・遅刻連絡については、朝８：００までにコドモンにてお願いいたします。 
②学校外の生活 
（１）お金の使い方について、貸し借りはしないように指導しています。ご家庭でもお年玉や小遣いの使い方をお

子様と一緒に話し合ってください。 
（２）「誰と」「どこへ」「どんな遊びをするのか」「何時に帰るのか」など、外出の際の約束事を、ご家庭でもう一

度確認してください。 
（３）学区外へは子どもだけでは行かないことを確認してください。 

（ゲームセンター、ショッピングモールなど） 
 

 
【令和７年度アレルギー疾患調査フォーム入力について(1年生～５年生)】 
アレルギー疾患のお子様の学校生活をより安全なものとするため、学校はお子様のアレルギー疾患について

詳しい情報を把握する必要があり調査を実施します。「コドモン」から下記の予定で配信します。ご回答をお
願いします。（お子様一人一人にご回答ください） 
  ＊配信日令和７年１月８日（水） 回答期限１月１４日（火） 対象：１年生から５年生 
 

≪２年生！ 青木っ子に非認知能力を育む  言葉かけチャレンジ≫ 

◎こんなとき、なんて言いますか？ 

 お家のことで忙しいとき、「ちょっと待ってね」と子どもたちに言って、そのままになりがちなことはあ

りませんか。「いつも『待ってね』って言って話を聞いてくれない！」と信頼関係が崩れないようにするた

めに、以下のような言葉がけをすると信頼関係を構築することができます。 

 

 

 

 

ちょっとやしっかりなどの曖昧な言葉は目に見えないので、イメージしにくい場合があります。 

どのくらい、どのようにを数字や実例、動き方などで具体的に伝えると子どもたちもイメージしやすくな

ります。さらに理由を付け加えるとより信頼関係を築くことができるかもしれません。 

（出典元：『楽々かあさんの伝わる！声かけ変換』 大場美鈴著 あさ出版） 

ちょっと待ってね 
Change!! 

あと、○分待ってね 

「Before」 「After」 

 



 


